
博士論文内容の要旨及び博士論文審査結果の要旨 

 

博士論文内容の要旨 

 本論文の目的は、特別支援学校で先駆的に働く看護師への面接調査を実施し、医療

機関での看護から学校の看護に適応する過程を明らかにすることと、さらに、適応に

至った看護師が学習場面で展開している看護を明らかにすることであった。 

 先行研究から、学校に配置された看護師の役割や職務の不明瞭さなどから生じてい

る看護師の戸惑いや混乱といった現状の課題を抽出した。第 2 章では、先駆的に働く

看護師への半構成面接法で得たデータを質的（帰納的）に分析し、治療優先の看護か

らの変化の過程に注目した。その結果、経験を重ねた看護師は、子どもの体調を管理

し、学習を保障することが学校での看護の目的と捉えて看護を展開することが学校の

看護師の役割であるとの認識に変化していた。このことが、役割葛藤の軽減をはかり、

自ら考えて学校での看護を展開していく経験を重ね、看護のアイデンティティを回復

し、学校の看護に適応していく過程を明らかにした。第 3 章では、医療的ケアの事例

ごとに学習場面での看護を分析し、授業に集中できるよう担任と連携し、学習を保障

する視点を持ち、成長発達を考えた医療的ケアを提供するといった学校での看護を具

現化した。この成果が特別支援学校に配置された看護師の研修などに活用されること

が今後の課題である。 

 

 

博士論文審査結果の要旨 

 研究結果から、特別支援学校で先駆的に働く看護師の医療機関での看護から学校で

の看護への混乱からの適応過程を探究し、医療的ケアの必要な子どもの学習における

看護師の看護活動の特徴を明らかにした。特別支援学校における看護師の看護活動を

明らかにした研究は稀である。本論文は、事例数やサンプリングに限界があるが、論

旨は一貫しており、特別支援学校における看護師の適応過程とその看護活動を具体的

に示した点で優れており、新規性がある。博士学位論文発表会においても適切に回答

がなされた。 
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